
曲
直
瀬
一
渓
道
三
（
正
盛
）
に
は
、
足
利
遊
学
中
の
初
婚
で
生
ま

も
り
さ
れ

れ
た
女
子
と
、
帰
洛
後
の
再
婚
で
生
ま
れ
た
男
子
（
守
眞
）
が
あ

る
。
前
者
の
初
婚
時
の
娘
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
注
意
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
は
、
今
大
路
家
の
正
式
記
録
と
目
さ

れ
る
も
の
で
は
、
一
渓
道
三
の
初
婚
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

再
婚
で
生
ま
れ
た
長
男
の
守
眞
が
早
逝
し
た
た
め
、
晩
年
に
至
っ

て
一
渓
道
三
が
も
っ
て
い
た
院
号
、
斎
号
、
道
三
名
等
の
家
督
お
よ

び
曲
直
瀬
姓
を
、
そ
れ
ぞ
れ
孫
、
甥
、
門
人
ら
に
分
け
与
え
て
継
承

さ
せ
た
。

そ
の
た
め
、
曲
直
瀬
家
は
翠
竹
院
（
孫
の
守
柏
）
系
、
亨
徳
院

ま
さ
ず
柔

（
孫
娘
を
配
し
た
門
人
の
正
純
）
系
、
寿
徳
院
（
孫
娘
の
再
婚
者
、

門
人
の
玄
由
）
系
、
養
安
院
〔
玄
朔
（
二
代
道
三
）
の
娘
を
配
し
た

曲
直
瀬
（
今
大
路
）
家
系
の
疑
問

宗
田
一

門
人
の
正
琳
〕
系
、
お
よ
び
今
大
路
（
道
三
）
系
の
数
家
が
発
足
し

た
。

と
く
に
、
道
三
の
名
を
領
し
た
甥
の
玄
朔
（
二
代
道
三
）
の
家
系

は
、
そ
の
長
男
の
玄
鑑
（
三
代
道
三
）
が
勅
命
で
今
大
路
姓
に
改

め
、
代
々
幕
府
の
典
薬
頭
と
な
っ
た
の
で
格
式
が
高
く
本
家
を
も
っ

て
任
じ
た
。
し
か
し
、
一
渓
道
三
の
墓
の
あ
る
寺
（
京
都
・
十
念

寺
）
に
墓
所
の
あ
る
亨
徳
院
系
曲
直
瀬
家
と
の
間
に
本
家
競
い
が
明

治
ま
で
続
い
て
い
た
、
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
今
大
路
家
で
は
、
玄
朔
（
二
代
道
三
）
の
妻
を
一
渓

道
三
の
長
男
守
眞
の
娘
だ
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
曲
直
瀬
家
で
は

初
婚
で
生
ま
れ
た
女
子
の
娘
（
と
も
に
一
渓
道
三
の
孫
娘
に
当
た

る
）
だ
と
し
て
い
る
。

演
者
は
、
玄
朔
の
遺
言
状
の
調
査
中
、
そ
の
中
に
登
場
す
る
人
名

を
究
明
す
る
必
要
上
、
一
渓
道
三
と
玄
朔
の
結
婚
や
子
女
関
係
を
当

た
っ
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
、
玄
朔
の
結
婚
時
の
天
正
九
年
（
一
五
八

一
）
に
は
、
守
真
の
娘
だ
と
結
婚
適
齢
期
に
達
し
て
い
な
い
少
女
な

の
に
対
し
、
初
婚
時
に
生
ま
れ
た
女
子
の
娘
な
ら
適
齢
期
に
達
し
て

い
る
と
翠
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
と
い
う
の
は
、
一
渓
道
三
の
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再
婚
は
帰
洛
後
の
天
文
十
五
、
六
年
（
一
五
四
六
、
七
）
頃
で
あ

り
、
初
婚
は
田
代
三
喜
か
ら
医
術
の
奥
儀
を
伝
授
さ
れ
た
天
文
五
、

六
年
（
一
五
三
六
、
七
）
頃
だ
か
ら
、
そ
の
間
に
十
年
の
開
き
が
あ

っ
て
、
一
渓
道
三
の
女
子
と
男
子
の
結
婚
の
時
期
に
つ
い
て
は
不
明

と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
婚
で
生
ま
れ
た
娘
（
一
渓
道
三
の
孫

娘
）
の
年
齢
は
、
当
然
な
が
ら
そ
の
差
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
後
代
に
今
大
路
家
が
家
譜
記
録
を
整
理
し

て
幕
府
に
提
出
す
る
際
に
、
一
渓
道
三
の
初
婚
は
伏
せ
、
初
婚
時
の

女
子
を
抹
消
し
、
再
婚
時
の
長
男
た
る
べ
き
守
眞
を
家
系
に
位
置
付

け
す
る
た
め
に
、
一
渓
道
三
か
ら
拳
て
孫
娘
に
当
た
る
女
子
の
親

を
、
初
婚
時
の
女
子
か
ら
再
婚
時
の
男
子
に
入
れ
替
え
る
作
為
を
行

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
推
定
す
る
。

次
頁
の
家
系
図
は
、
こ
の
推
定
に
も
，

三

こ
の
推
定
に
も
と
づ
く
未
定
稿
で
あ
る
。

（
京
都
市
）
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翠
竹
院
・
亨
徳
院

法
眼
・
贈
法
院

一
渓
道
三
（
正
盛
）
Ⅲ

（
一
五
○
七
１
く
九
四
）
（
八
八
）

先
室

森
又
左
衛
門
女

法
名
妙
林

後
室
Ｌ

（
？
一
六
二
○
）

庭
田
重
親
女

河
崎
某
（
一
渓
姉
聟
）
養
女

ｌ
守
眞

左
馬
進
１

１
女
子
Ｉ

｜
Ｉ
女
子

ｌ
女
子
（
道
周
室
）

翠
竹
院

ｌ
守
柏
（
伯
）
１
１

’
１
女
子
（
お
古
幸

一
（
？
’
一
六
三
一

延
寿
院
・

玄
朔

（
二
代
道
一

（
一
五
四
九
Ｉ

道
柏
Ｉ
｜

亨
徳
院
・
法
眼
ｌ

（
一
五
五
九
’
一
六
○
五
）
套

正
純

（
四
七
？
）

ｌ
女
子
（
糸
良
）

（
？
一
六
四
六
）
嫁

寿
徳
院
・
法
印
再

｜
、
↑
ｒ
ｒ
卜
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

（
一
五
六
七
’
一
六
四
四
）

（
七
八
）

？
”

玄
由 （

法
名
英
方
）
ｌ
’

（
お
古
奈
・
南
仲
）
’
’

一
一
ハ
一
二
一
一
）

寿
院
・
法
印

朔
（
正
紹
）
’

一
代
道
三
）

四
九
Ｊ
、
一
六
三
一
）

（
八
三
）

ｌ
’

寿
徳
院

Ｉ
玄
幽

｜ ｜
及翠宗

竹

庵院仙
亨
徳
院
・
法
眼

ｌ
正
因
（
二
二
）

亨
徳
院
・
法
眼

ｌ
正
専
（
二
五
）

ｌ
女
子
（
於
辻
）
’
一

’
九
郎
兵
衛
（
松
屋
道
二
養
子
）

道
益
女
ｌ

玄
朔
養
女

道
詮
Ｉ
’
１
女
子
（
法
名
養
春
院
）
Ⅱ

ｌ
女
子
一
蕪
鏑
唾
搾
澤
六
一

ｌ
女
子
（
岡
野
井
道
哲
室
）

ｌ
女
子
（
？
）

’
１
女
子
Ｉ

ｌ
女
子
（
片
山
内
膳
室
）

（
？
ｊ
‐
一
六
五
○
）

啓
迪
院
・
法
印

岡
本
玄
冶
ｌ

（
一
五
八
七
’
一
六
四
五
）
（
五
九
）
嫁再

,一、’ へ

五

六

三
）
（

ニ
ノ、

こ

玄升リー玄延今一 養
安
院
・
法
院

正
琳
Ｉ

部五寿大

益卿-恒鑑院路一
蕪
鏑
唾
搾
澤
六
室
）

七
Ｊ
Ｉ
一
六
一

（
三
代
道
三
）
・
法
印

一
六
）
（
五
○
）

’
１
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